










花粉情 報提供 システ ム推 進チ ーム***
(福井県衛生環境研究センター)
1は じめ に
花粉症 は社会的、経済的にも悪影響をもた らす との懸念があ り、公衆衛生上の重要 な課題 とな
ってい る。福井県衛生環境研究センターでは、県民の花粉症予防お よび重症化 防止に寄与す るこ
とを 目的に、二州健康福祉セ ンターの協力の下、2007(平成19)年か ら7年 間にわた り、スギお
よび ヒノキの花粉飛散数の観測を行いホームページに よる情報提供 を行 ってきた。
本報ではこれまでの観測結果か ら福井県にお けるスギ花粉お よび ヒノキ花粉 の飛散 の傾 向につ
いて考察を行 う。
2.花 粉飛散観測

















顕微鏡 を用いて18㎜四方 内に付着 している











花粉飛散 に関す る用語 の定義は、(財)日本ア レル ギー協会の 「空中花粉測定お よび花粉情報標
準化委員会(平 成6年)合 意事項」(表2)に 基づ く。
表2用 語の定義
飛散開始 日 1月1日より初めて連続2日以上1個/c㎡以上を観測 した最初の日
飛散終了日 花粉飛散終了期に3日間連続 して0個が続いた最初の日の前 日
(キー ワー ド:福 井県 、花 粉 、飛散 数 、気象 因子)
*Tadaaki Sakai ** Hiromichi Izumi *** Pollen-count and Allergy-care Information System Study-Team 
        (Fukui Prefectural Institute of Public Health and Environmental Science, Fukui, 910-8551)
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また 、花粉 飛散 と気 象 因子 との 関係 につ いて考 察す るた め、気象 庁 ホー ムペ ー ジ
(http://www.data.jma.go.jp)「気象 統 計情報 」 よ り、福 井 地方 気象 台お よび敦賀 特別 地域 気象観
測所 の気 象デ ー タ(気 温 、 日照 時 間お よび 降水 量)を 入手 し、風 向 につ い て は福 井県 大気 汚染 測
定局(セ ンター局 お よび敦 賀局)で 観 測 され たデ ー タ を用 い た。
3.ス ギ ・ヒノキ 花 粉 の 飛 散 状 況
3.1ス ギ ・ヒノキ花粉の飛散の傾 向と経年的変動
(1)スギ ・ヒノキ花粉の総飛散数
スギおよび ヒノキの花粉は花粉症の原因である代表的な花粉 であり、全 国で飛散 がみ られてい
るが、飛散数や花粉種の構成割合 は地域に よって大き く異なっている。スギ花粉は、特に関東地
方で飛散数が多 く、年5,000個/c㎡を超 えるよ うな地点 もあるが、中部地方以西では少な くなる
傾 向がある。 ヒノキ花粉の飛散数 は、関東以北で少な く、中部以西ではスギ花粉 と同程度 となっ
ている1)。このよ うに中部以東 と中部以西では飛散傾 向を異にしてお り、福井県は地理的に この
境 目に当たる。
県内で7年 間観測 したスギ花粉お よび ヒノキ花粉につ
いて各年観 測期 間中の総飛散数 を平均 した もの を図1
に示す。











表3の とお り、北陸地域(福 井県、石川県および富山
県)で はスギの林地面積が ヒノキに比べて圧倒的に大き
く、これが飛散数の割合 にも大き く寄与 しているものと
考え られ る。
ただ、スギに対す るヒノキの林地面積の比は嶺北地域
に比べ嶺南地域が高 く、隣県の滋賀県お よび岐阜県で さ
らに高 くなってお り、このことが敦賀で観測 された ヒノ
キ花粉の飛散数が福井 に比べて多い要因 と思われ る。
(2)総飛散数の経年変化
花粉症対策上、花粉数や飛散時期が重要な情報であるが、花粉飛散数は年によ り大 きく変動 し
ている。県内にお ける2007～2013年の各年の総飛散数 の変動を図2に 示す。
スギ花粉の飛散数は、297個/c㎡～6,620個/c㎡と最多年 と最少年で約20倍 の開きがあ り、 ヒ
ノキ花粉 についても36個/c㎡～2,578個/c㎡と年 により大きな差がある。
スギ ・ヒノキ花粉の飛散数 については、気象、特に花粉形成 時期である前年夏季 の天候が大 き
く影響す るとされている3)。このため、各花粉測定地点に隣接 した福井地方気象台お よび敦賀特
別地域気象測候所で観測 された夏季(7月 お よび8月)の 気象因子(平 均気温、総 日照時間およ
び総降水量)と 翌年の総飛散数 との相関を表4に 整理 した。
表4の とお り、花粉種や地点によらずいずれ も平均気温お よび 日照時間 との間 に正の相関、降
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水量に負の相関がみ られ、総飛散数 は前年夏季の平均気温が高 く日照時間が長いほ ど増加 し、降
水量が多いほど減少する傾 向にあると考え られ るが、有意な相関までは認 められなかった。
飛散数の経年推移 をみる と福井のスギ花粉飛散数 は、
21年、23年、25年に5,000個/c㎡を超 える大量飛散が





象因子 の他、多量飛散の年の翌年 は飛散数が少 なくな り、
多い年 と少 ない年 を交互に繰 りかえす表年裏年の関係が
あるとされている4，5)。県内の隔年での変化 は、この表
年裏年 に相 当す るものと考え られ る。
一方、 ヒノキ花粉 については、スギ花粉 と同様に21年お よび23年 に相対的に飛散数が多 くな
っているものの、スギ花粉 に比べて飛散数そのものが少 ないことか ら、隔年変動 の明瞭な傾 向は
確認できなかった。
(3)飛散期間
全国における花粉飛散開始時期 は、スギ花粉が2月 上旬か ら4月 上旬、ヒノキ花粉が3月 中旬
か ら4月 上旬であ り、年や地域によ り異なってい る1)。県内での飛散期間(飛 散開始 日か ら飛散
終了 日)を図3に 示す。
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飛散開始 日は、スギ花粉が2月 上旬か ら3月 上旬、 ヒノキ花粉 がスギ花粉 より1カ 月程度遅い
3月中旬か ら4月 中旬 となってお り、観測年によ り1カ 月あま りの差がみ られ る一方、スギ花粉
の測定地点間の差はわずかであった。
また、飛散開始 日か ら飛散終了 日までの飛散期間は、スギ花粉で1カ 月か ら2カ 月半あま り続
いてお り、 ヒノキ花粉の飛散期 間よりも長 くなっている。
スギ花粉の飛散開始時期については、先行研 究で積算気温 との関連性が報告 されている6、7)。
これを踏まえ、県内のスギ花粉 とヒノキ花粉について、 日最高気温の積算気温 と当該 日までの積
算花粉飛散数の関係 を図4に 示す。 この際、測定地点や観測年の違いにかかわ らず比較がで きる
よ う、総花粉飛散数 を1と す る相対値 を用いた。 また、気温積算の起算 日は、各観測年の飛散開
始 日の積算気温 を7年 間平均 し、この気温 に相 当す る各観測年 の 日と実飛散 開始 日の差が小 さく
なる共通の起算 日を設定 し、スギ花粉については1月21日 、ヒノキ花粉については2月11日 と
した。
スギ花粉は、観測年お よび測定地点によらず、積算気温で300日℃付近か ら飛散が始ま り、400
日℃ を超 えた付近で相対積算飛散数が0.5を超 える傾 向がみ られた。一方、 ヒノキ花粉 について
は、観測年や測定地点によって違いが大きく、気温 と相対積算飛散数 の関係は確認 できなかった。
3.2日 飛散数 と気象 因子 との 関係
日々の花粉飛散数 は、天気が良 く暖かい 日に多 くなるとされてい る1，8)。このことを踏まえ、飛
散数 が多いスギ花粉について、県内における日飛散数 と気象因子 との関係 について整理を行った。
気温 については、前項の とお り、積算気温の上昇 とともに花粉 の積算飛散数が増加す ることが
確認 されたことから、 日最高気温の積算気温の上昇量が大きいほ ど、つま り、 日最高気温が高い
ほど、飛散数が多 くなると考 えられる。
また、その他 の気象因子である 日照時間、降雨お よび風向による飛散数への影響を次の(1)
～(3)に 整理する。
この整理に当たって も、 日飛散数は総花粉飛散数 を1と す る相対値 を用いた。また、気象条件
は、 日照時間および降雨につ いては測定地点近隣の福井地方気象台お よび敦賀特別地域測候所に
お ける 日観測値 を、風況 については隣接す る大気汚染常時観測局(セ ンター局および敦賀局)で
観測 された9時 か ら翌 日9時 までを1日 とした観測値 を用いた。
(1)降雨
飛散期間中の相対 日飛散数 について、降雨が確認 された 日(日降水量が0.5mm以上の 日とす る。)
と確認 されなかった 日に区分 し、その区分毎に 日飛散数の平均値 をとり図5に 示す。
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福井 と敦賀で非降雨 日に対す る降雨 日の 日飛散
数 の平均値は1/2と1/3となってお り、降雨により
飛散数 が大きく減少す ると考え られ る。
(2)日照時間
日照時間が6時間以上である 日と6時間未満 の 日に
区分 し、その区分毎に 日飛散数 を平均 し、図6に 示 し
た。




東、西、南および北の4風 向の 日当た りの出現率(1時 間ごとに得 られる風 向データ24時間分
に占める各風向の出現割合。各風 向の頻度 は16方位 で各風 向とその両側2方 位 の計5方 位 につい
て合計 した。)が7年間の飛散期間にお ける平均 出現率 より多い 日と少 ない 日に区分 し、各 区分の
日飛散数 を平均 した ものを図7に 示す。
敦賀 においては、北お よび西の風向の出現率が多 くなると日飛散数が少 なく、南の風 向が多 く
なると日飛散数が多 くなっていた。一方、福井では、北の風向の出現率が多 くなると飛散数 が少
な くなっていた。
図8に 福井県森林情報公 開システ ム(森 ナ ビふ くい:http://morinavi.pref.fukui.jp/map.php)
による福井県にお けるスギ林の分布図を示す。
図8の とお り、花粉 の発生源 であるスギ林が、福井では北方向に分布 が少な く、敦賀 では北方
向お よび西方 向に海域 が存在 し、これ らの方角で分布が少 なくなってい る。 ことか ら、この風 向
の出現率が多い 日には飛散数が少なくなってい ると考 えられ る。
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4ま とめ
福井県におけるスギ ・ヒノキ花粉 の総飛散数は、平均3,000個/c㎡台であ り、全国の平均的な
飛散数 となっている。スギ花粉の飛散数に対 してヒノキ花粉の飛散数 はかな り少な く、 これはそ
の林地面積の比率を反映 してい るもの と考え られ る。 また、スギ花粉総飛散数 は年 によ り大き く
変動 してお り、表年裏年の影響が寄与 しているものと推察 され る。
スギ花粉の積算飛散数 については 日最高気温の積算気温 との関係 が確認 され 、1月 下旬か らの
気温が高いほ ど飛散時期が早まると考え られ る。
スギ花粉の 日飛散数は、気温が高 く、降雨のない、 日照時間が長い晴天 である 日に多 くな る傾
向がみ られた。また、発生源であるスギ林の分布が少 ない地域 を風上 とす る風 向(福 井:北 方、
敦賀:北 方お よび西方)の 出現率が多い場合、飛散数 が少 なくなる傾向が見 られた。
これまで一般的な飛散傾 向か ら花粉症予防の注意喚起が行われてきた ところであるが、福井県
にお ける実測値に基づいた飛散傾 向を明 らかにす ることで、県民の花粉症対策 がより進め られ る
ことを期待す る。
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